



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































セット 当諏］、 ????ー??? ????
｜???ー???
あろう。プレロー ドの処理に一つの処理が加わわるだけということになる。オ
ンディマンドの場合は，この点の処理は不要であるが，ペー ジ内の内字化であ
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し'-,ミル0
レハくル1
レハミル2
レハ息ル3
(ｵﾝﾃｨﾏﾝﾄ用）
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るから，その発生頻度は,苛くなると思われるので，処理速度への影響は避け雌
いであろう。ユーザにとって方法の選択が可能であることは，操作性，使用効
率を高める。また外字領域の構成も重要な側面であるが,H-8196のWCGMの
繼成は，レベル0から3までに匹分されていて,CG内字領域，プレロード外
字領域1,l'12,オンディマンド外字領域となっている。妓大登録CG外字の数
は1,299字である。またオンディマンド用は256/頁である。H-8195の場合は，
オンデイマンド，プレロード共に領域を共有し，妓大480/頁である18)。
次に『日本語情報システム概説舎一JEF-』（富士通）によれば，この
JEF(JapaneseProcessingExtendedFeature)とよばれるシステムの中には
いわゆる外字処理と言う言葉はない。逆に文字セット管理の概念なるものが導
入されている。この骨子はCGに収容する文字パターンを，利用者が扱うデー
タに使用される文字種に基づいての選択，使用文字種がCGに収容されている
かどうかのチェック，未収容文字パターンのCGへの追加処理であるという。
またこの文字パターンのローディング方法として，1)イニシャルローディン
グ，2)プレローディング，3)ダイナミックローディングの3種類がある。1)は
装置への電源投入時に行なわれるものである。2)は文字どうりプレローディン
グである。3)は先のオンディマンド処理と同種のものである。また,CGの領
域は基本領域（イニシャルローディングされたCGの領域）と追加領域があり
後者が追加文字パターンの領域であると説明されている。これはこれまで述べ
てきたところの外字処理である。そして文字セットの管理を行うソフトウェア
はADJUSTと呼ばれるものであるという。この中には処理装置から出力可能
性のある文字種を洗い出す機能もあるという'9)。概説書を資料としているだけ
であり詳しいことはわからない。また追加領域の大きさもわからないので，実
際の連用形態を予測することがむつかしい。しかし概説書から判断すれば，操
作性が著じるしく繁雑となるように思われる。
以上，3社で発表しているシステムについて紹介したが，システムにとって
必要な機能は，内字であるか，外字であるかは，意識せずに使えることであ
る。具体的に言えば，処理速度に大きな影響を与えないことであり，コード体
系も一つのものであることである。このためにはハードウェア及びソフトウェ
アの設計上の問題に加えて，当初の文字セットをどう作成しておくか，また作
成した文字セットをどう運用していくかといった総合的視点から見てゆかねば
ならない。
また，文字登録の機能の問題，つまり外字をシステム内字化する問題につい
ては，運用上から考えれば，その必要性が確認された時点（これは主に初期デ
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一タの入力時である）で，即座にしかも簡便に登録できることである。この確
認のために漢字辞書の活用がクローズアップされてくるのである。この登録の
機能として必要なものは，既存の文字パターンを参照し，それに近いデザイン
が可能になることである。これは文字llとして美しく見られ，かつ読玖易くす
るためには，デザインの統一が不可欠だからである。このために，既存の文字
をドットパターンで参照できる機能が必要である。これについては前記の文字
登録の機能の問題であるので，ここではこれ以上ふれない。
3－2漢字情報処理システムの為の漢字辞書
漢字システムの性格上，あらかじめI&l疋的な文字セットを定めることは不可
能なものであることや，文字セットのすべての文字のコードを覚えておくこと
は不可能であることから，漢字情報処理システムでは，何らかの形で使用文字
種のコードブックを持つことが不可欠である。しかも追加がある以上，メンテ
ナンスが必要であり，しかも比較的頻繁に行なわれるので，何らかの形で機械
可読のファイルとして保有することが必要である。また先ほどドットパターン
の参照について指摘したが，このドットパターンも辞書の一部にすべきであろ
う。
つまりここでいう漢字情報処理システムの為の漢字辞諜とは，ドットパター
ン情報（フォント情報）と漢字属性情報の二つを必要とする。前者は，漢字プ
リンタ及び漢字ビデオデータターミナル等の漢字出力機の外字用のフォントフ
ァイルとして使用し，かつ外字の新規作成に際してのフォント情報の参照ファ
イルとして使用するものである。後者はデータ入力に際して，盤面外字をコー
ド入力する際のコードブックとして，また不明漢字の確認用として，さらに新
規に文字を登録する際の確認用として使用する。
3.2.1漢字属性情報
今日，漢和辞典で漢字を検索しようとする場合，部首，総画，音訓の3つが
主に使われているであろう。この三つの方法はそれぞれ長所と短所をもってい
る。つまり部首索引はきわめて単純化された部首と部首内画数で検索するが，
この部首は康煕字典での部首分類を行ってより，ほぼこれが踏襲されており，
『大漢和辞典』では216種に分類し，最近の『新字源』，学研漢和大字典（藤堂明
保編，学習研究社，1978)等では，245種に分類している。漢字における字体，
字形の変化は，部首の認定をむつかしくしている場合があり，また部首内画数
も変化がある。例えば"当''の字は"田''の部に収録されている場合が多い。しか
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しここからは現行の"当"の字はひけない。このような例は，蓋（Ⅲ部）→尽，
像（家部）→予等がある。
総画索引の場合には，字体，字形が固定していれば，肢も確実に検索する方
法であるが，スピードの面で大きな障害がある。同時に省画による字形変化し
ている漢字も多く，その対応がむつかしい。
音・訓の索引も読めることが前提であるから，一般性にとぼしい。
このように現在一般に使われている漢字の検索方法には，完壁なものがな
↓､。この点を考えると複数の検索方法を用意し，自由な選択ができる必要があ
る。つまり表-5に示すものが考えられる。使用漢字コードは,JISコードと
体系の異る漢字コードを使用している場合には,JISコードも必要となる。
項番2～7まではすべて検索のためのものであり，8～9が管理上必要とする
もので，8の字種は当用漢字，人名用漢字等のいわゆる政令漢字の情報が必要
となる。これにより字体の変化が起こっているからである。
表－6漢字属性情報辞典の検字番号は，漢字の戸籍簿である。
収容情報
使用漢字コード
辞典の検字番号(1)
〃 （2）
部首
総画数
四角号礪
読み（音・訓）
字種
作成・保守上の管理情報
したがって漢字すべてを網羅した辞典の番号
がほしい。それがあれば漢字システムを使用
しているユーザー間で漢字の識別が確実にな
り，不注意で漢字を作成するということがな
くなるであろう。しかしこのすべての漢字と
言う概念は，2－1で考察したように，あ↓､ま
いであって捉えきれない。現状で最大の収録
文字数があり，かつ漢字に番号がついている
のは，『大漢和辞典』であるから，この番号
となる。またハンディな利用も考えなければ
ならない。ここでは当用漢字の制定によって新しい字体が認定されたことを考
慮にいれれば，当用漢字制定後に編集された辞典であること，が必要条件とな
る。この意味で『新字源』（文献11）が適当と思われる。要するにここで指摘
しておきたいことは，ハンディな辞書と収録字数のできるだけ多いものとの二
つが必要であると↓、うことである。
部首，総画数については，学問的正しさのゑならず，考えられる部首や総画
数は，複数個つけておくべきであろう。
四角号礁索引とは，漢字の四すゑの筆形，筆画をゑて，それぞれあらかじめ
約束されている0～9までの番号におきかえ，さらに付角をつけて漢字一宇を
5桁の数におきかえて排列していく方法である。これは四角号礁に限るもので
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はないが，音・訓や部首等を無視しても，子形から漢字を検索できる手段がほ
しいという意味であげたものである。四すみの筆形・筆画が索引のポイントと
なるため，これが普及すれば，漢字の字形への関心を高めることになるであろ
う。
このことの方が，漢字システムを考える時には，はるかに重要な意味をもつ
であろう。漢字情報処理システムの為の漢字辞書，そのための索引とは，言う
までもなく確実に対象（漢字）に達しうるものでなければならない。これがｲ<
完全であれば，入力ミスや新規に漢字を追加する際のコードづけにミスを犯す
ことになる。このことを重視して実用的なものを作成することが何よりも重要
なことになるであろう。
尚,n本電子工業振興協会では,II本語処理に肢も基本的なデータベースの
一つという位置づけで，漢字辞書を実際に作成している20)。その仕様は網羅的
なものである。筆者案はユーザーを対象としたものである。筆者案に基づく漢
字辞書もすでに作成し，活用している。これは別図報告の予定がある(I副文学
研究資料館報告，第6号，1980年3月に刊行予定）のでご参照願いたい。また
日立製作所でも作成2')しすでにユーザーに提供されている。比較参照願えれば
幸いである。
3.2.2漢字シソーラス
ところで，新規に文字を登録する際に漢字辞耆を使用すると言ったが，この
目的のために，漢字シソーラスが活用できればより良いものになる。異体字が
存在する以上，そのすべてをコード化していくことは合理的ではない。漢字の
新規登録の際には，その漢字をどの字体で登録すべきか，或は別の字体で登録
されているかどうか等，十分に検討すべきであろう。そのツールとして私は，
2.3で簡単に紹介したような漢字シソーラスを研究開発した。これを活用すれ
ば，ある漢字に対する同義の漢字の一覧，すでにある漢字のコードとその字
体，その他の関連字の情報等が一覧できるのである。すでに異体字が辞書の中
に複数体存在する場合には，新らたに登録しようとする場合に，より慎重な検
討を要求するであろう。文字セット拡大への抑止効果はきわめて重要なもので
あろう。
以上のように豊富なツールを完備し，迅速な処理が行なえる環境の整備と，
文字管理への真剣なとりくみが,漢字情報処理システム運用上の責任であろう。
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4．むすびにかえて
考えてゑれば，従来の漢字システムはすべて外字処理で行ってきたようなも
のであると思う。これまで行なわれている一般の鉛活字による印刷や，写植シ
ステムの中では，新しい漢字（字母として用意されていない漢字）があらわれ
た時，その印刷の為の手書原稿に合わせて字母を作ることで処理してきた。こ
の点で漢字は個人のレベルでのきわめて弱い管理はあったとしても，システム
的な管理はなされていなかったと言えるのである。近世における版本という印
刷形態はその典型を示している。版木に書かれた原稿をそのまま，そのつど彫
る方法は，いついかなる文字があらわれてもｲ可ら問題が生じなかったのであ
る。ところが漢字情報処理システムとなって，使用する漢字のすべてにコード
が与えられ，使用する漢字が漢字辞吾で管理され，管理された文字を使用する
状況になれば，無制限に新らしい漢字を作成し，バリエーションを発生させる
ことはなくなるであろう。これは漢字使用にとって革命に近い問題であろう。
漢字情報処理システムとは，このような崇高な課題を背負っているのであ
る。漢字情報処理システムの課題としては，入出力システム，ソフトウェア体
系等，本稿では論じ得なかった多くの問題がある。また本稿の展開として論ず
べきものに，漢字のデザインの問題や，漢字コード体系の問題などがある。し
かしこれらについては論じられなかった。いわばハードウェア，ソフトウェア
以前の漢字システムの内部の問題の一部を論じたにすぎない。私があえてこれ
らの問題について考察したのは，従来漢字システムそのものを十分に分析，把
握した上で，漢字情報処理システムを設計するということはなかったように思
えるからである。またこうすることなしにシステムが存在しえたのは，特殊な
機器として位置づけられ，きわめて部分的にしか使われていなかったことと，
どうしてもシステム化しなければならない分野の，特殊な篤志ユーザーによっ
て支えられていたことによるものであろう。
しかし現実は，このような時代を超えて，数年前の感覚からすれば，驚異的
とも思えるほどの勢いで漢字‘|青報処理システムの普及がはじまろうとしている
のである。このような時に，現状の漢字システムを十分に分析し，把握し，そ
の上でメーカーもユーザーもシステムを設計し実施に移していくことでなけれ
ば，数年後に高価な代償を払うことになるかも知れないのである。
（1979.10.19）
－163－
抄録
漢字システムの現状を分析し，漢字情報処理システムの設計にあたって配慮しておか
なければならない基本的な問題，それもハードウェア，ソフトウェア以前の問題を分析
したもの。まず漢字の数として5万余存在するところまではあきらかであるが，その総
数がつかみ難いこと。各種の漢字調査を分析すると，分野により字種が異り，母集団の
増加は字種の増加につながることがあきらかであること。漢字シソーラスの作成及びそ
の分析から，字体の多様性が大きな問題であること。の3点，つまりオープンシステム
化しすぎていることに問題があることを論証した。同時に効率良い文字セットを設計す
ることの重要性を論証した。その上で漢字情報処理システムとして，外字処理の機能の
重要性と，ユーザーとして望ましい方式の概要を述べた。またシステムの運用にあたっ
ては，漢字辞書の活用を位置づけることと必要とする辞書検索の機能を考察した。また
漢字情報処理システムが漢字を管理しなければならないという側面（漢字システムのク
ローズ化）で重要な意味をもつことを指摘した。
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